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学校番号

令和 7 年度　　学校評価書【学校運営協議会用】（　実施段階　）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

チャレンジ精神と豊かな発想力を備えた、心身ともにたくましい人材を育成する学校
　生徒と教師が心を合わせる「師弟同行」の教育により、生徒の夢の実現に取り組むとともに、地域に根ざした探究学習を通して、主体的に未来を切り拓くことのできる人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）
「筑紫魂」を胸に宿し、高き理想を掲げ、未踏の世界を切り拓かんとする「志」あふれる未来人財の育成を図る。

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）
「学びに向かう力・人間性等」を涵養し、社会で必要とされる主体性・自主性・協働性を育む。

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

高い「志」を掲げて目標達成のために、本校入学後継続的に学業や部活動・生徒会活動等に全力で取り組む意欲に溢れる生
徒を求める。

学校運営計画（４月）
学校運営方針 「筑紫魂」を胸に宿し、高き理想を掲げ、未踏の世界を切り拓かんとする「志」あふれる未来人財の育成を図る。 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

社会に開かれた教育課程の実現
生徒が誇りとする満足度の高い学校であるために、「学校運営協議会」を運用す
ることによって、心理的に安全な教育相談体制と地域社会との協力体制を強靭
なものにし、「社会に開かれた教育課程」の実現を図る。

成果
DXハイスクールでは近隣の大学や
筑紫野市等と連携をして、生徒の
探究活動をより充実させることがで
きた。学校運営協議会では、地域と
の交流を今まで以上に行うことがで
き、地域に根差した学校づくりがで

きた。
課題

一般入試において、志願者が定員
割れの状態となったことに対し、
しっかりと分析を行い入試方法の
見直しを行うとともに、筑紫高校の
魅力を最大限に伝えることができる
ように広報活動や学校運営協議会

等との連携を強化する。

ICTを最大限に活用した授業およびDX教育の推進
生徒の自主性を育み、個に応じた教育活動を充実させ、生徒の学習意欲を喚起
するために、教育ＤＸを推進し、生成ＡＩや個別最適学習ツール（スタディサプリ）、
タブレット端末等のＩＣＴを最大限に活用した教育活動を行う。

A

生徒が主語・主役として学校生活を送ることができる環境づくり
生徒が主語・主役として学校生活を送ることができるように教育環境を整える。さ
らに、積極性、逞しさ、創造性、他者とのコミュニケーション能力等の「非認知能
力」の向上を図り、心身ともに健康な生徒の育成に努める。

探究活動の改善とそれを生かした進路支援体制の構築

生徒自らが掲げる「高い志」の実現を図ることができるように、ＤＸハイスクールの
機能を十分に活用するとともに教育活動全体において「探究活動」を行い、活動
を通して得られた学びの成果を、総合型選抜や学校推薦型選抜等の入試方式
に生かして、進路実現を図ることのできる進路指導体制づくりを行う。

魅力的な県立高校となるための新学科コース設置の検討、教育課程改編構想、および広報活動の推進

選ばれる魅力的な県立高校であるために、学校行事、校則等の見直しや、新た
な学科・コース設置に向けた検討を行い、その際、生徒の願いや思いを積極的に
反映させ、生徒にとって魅力ある教育課程づくりを行うとともに、広報活動を通じ
て取組を広く中学生や保護者、地域に発信する。
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項目ごと
の評価

A

B

進する。そのためのツールとしてスタディサプリを活用し、評価に

ついても、個に応じて主体的に取り組む態度を評価する。

帰宅後１時間以内に学習を開始することを促し、平日２時間以上

の主体的な学習ができる生徒を育成する。教科担当・担任・部活

動顧問が連携し、生徒の到達度を把握してその向上を図る。

各部署と連携して早めに企画を立て、様々な学年や部活動に協力

をしてもらうことで、生徒たち自身が行事を作り上げている感覚を作

定期的に保健だよりを実施
し、生徒の健康増進の啓発を
図ることができた。

スクールカウンセリングの申
し込みの調整を行い、生徒・
保護者への支援を行った。

総務課

式典を円滑に実施することを
通して、筑紫高校への帰属意
識を醸成する。

B

Ｂ

広報課

・積極的な広報を実施し、体
験入学や各説明会の参加人
数を増やす。

具体的方策

自己の能力に応じた最適な学びが行えるよう個に応じた指導を推

A

A

り出し、筑紫高校に対する思いを共有する。

ＰＴＡ総会や各役員会、行事におけるＰＴＡの役割ついて生徒にきち

んと伝えることによって、生徒たちが自分の高校生活を支えてもらっ

ていることに気付き、感謝の念をもつようにさせる。

説明会の案内チラシや学校案内パンフレットを中学校に配布する。

特に、筑紫野市周辺の中学生は、全員に配布する。

中学校や学習塾に訪問し、積極的な広報活動を行う。

HPや公式インスタグラムを活用し、筑紫高校の魅力ある取組みを

広く中学生や保護者、地域に発信する。

大きな行事などのインスタライブ配信を実施する。

アンケート結果より、スタディサプリを自主的
に活用できている生徒と、課題として出され
た時のみ使用している生徒で、活用度に大
きな差があることが分かった。

学習時間調査の結果、平日1年
生1．3時間、2年生1．1時間の家
庭学習時間であった。

創立記念式典の振り返り

PTA活動における役員の意
向をくみ取り、今まで通りでは
ない運営を心がけた。

学校運営協議会評価

学校運営協議会
からの意見

評価項目 具体的目標 評価（３月）

個別最適な学びや協働的な学びの場面で効果的な実
践が見られ、生徒の理解促進や主体的な学習態度の
育成に寄与している。今後は、活用の質のさらなる向上
と教科横断的なDX教育の展開が期待される。

学習時間が不足していると感じている部分について、生
徒の意欲は、学習項目に対する興味や自分が必要とし
ているかを感じることに大きく影響すると感じている。探
究活動がその一助となるような方向を模索できればと思
う。
学習習慣の定着に向け今後も継続的な支援をしてほし
い。

行事に関する情報周知が従前より早まり円滑な運営に
寄与している。要項等の準備についてもより早期の段
階での共有が進むことを期待しています。
創立式典などは、生徒にとってどのような意義、意味が
あるか、筑紫高校の成り立ちや歴史など、どう興味を
もってもらうか工夫して頂けると入り込みやすいのでは。
式典・体育大会の運営はスムーズで内容も素晴らしく、
地域の方も感激している。

PTAに関しては、決まったことをやらされる感じになるこ
となく、新しいものも取り入れる方向性を提示し、役員、
委員だけでの活動にならないよう、一般保護者の参加
型の活動にシフトしていく時期ではないかと感じている。
PTAや地域との関わりをもっと増やせるようお願いした
い。

説明会やSNS等の広報活動が効果的に行われ学校の
魅力が十分に発信されている。
ビジョンの具体化と戦略的広報の推進を期待している。

インスタグラムの活用は非常によいと思う。ただ協議会
での意見で出たように、結果報告が多い傾向があり、中
学生向けのものを考慮して掲載する必要もあると感じ
た。
インスタの登録者数が定員割れ対策につながっていな
いようだ。中学生の視点で筑紫高校の売りを発信してい
けばどうか。生徒自身が発信するのが望ましい。

挨拶や礼節を重んじる指導が学校全体に浸透してい
る。学校行事を通したリーダー育成も着実に成果が得ら
れている。
生徒の意見がより大切にされ、生徒が主体的に学校生
活へ参画する姿勢が育まれている。引き続き、生徒の
声を学校運営へ反映させる仕組みの充実を望みたい。
挨拶の励行で、外部からの訪問者に対しての挨拶は多
方に評価されている。一面、学校外での励行も重視した
い。その意義を粘り強く伝えていくことを望みます。

いじめや不登校防止には、生徒間で学び合う、できるよ
うになった生徒が、まだできていない生徒に教える「ス
モールティーチャー」方式を進めてはどうか。
いじめ等の対応には今後も力を入れてほしい。

A

A

体験入学参加者数１２４１人（中
学生、保護者合計）
各説明会後のアンケートを実施

インスタグラムのフォロワー
数：５７５１人
更新頻度：ほぼ毎日

学校行事等の振り返り

月１回の学校生活アンケー
ト・いじめアンケートの実施に
より早期対応・早期発見

多様化する生徒の心身の課
題解決に向けたよりよい支援
を目指す。

A

生徒課

生徒が安心・安全に生活でき
る環境づくりに努め、いじめ
のない学校を目指す。

A

対策委員会を効果的に機能させ、初期対応に重点を置く。

観察、アンケート調査を行い、実態把握に努める。また、いじめ防止

教務課

「個別最適な学び」のための
個に応じた指導の推進 A

A

学習習慣の確立と自走力の
育成

B

・戦略的で効果的な広報活動
を実施する。

B

生活習慣の確立と規範意識
の徹底、学校活性化に向け
たリーダー育成

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

A

B

Ｂ

Ｂ

A

A

A

保健課

の専門機関を活用し、生徒・保護者に対する支援の充実を図る。

各種検診等の結果通知や啓発活動、熱中症対策指導、防災避難

訓練等を通して、生徒自身の健康や安全に対する意識を高めリス

クマネジメントを強化する。

１・２学期に「教育相談週間」を設け、担任が生徒理解を深める一助と

する。教育相談委員会、スクールカウンセリング（月１～２回程度）等

A

A

健康・安全・環境に対する意
識の向上を図り、生徒の健全
な心身育成を目指す。

A

各教科において探究的活動および個に応じた指導を推
進している。その取り組みを共有して、さらに授業改善に
取り組みたい。

教務通信や学年集会、終業式や始業式等様々な場面で
学習習慣の確立を呼びかけたが、学習時間が不足して
いる。

A

自己評価

A

礼節を重んじる指導を展開。挨拶・時間厳守等の授業規律の指導を

徹底。学校行事を通して、生徒会や部活動生を中心をしたリーダー

育成に重点を置き、連帯感、帰属意識を高める。

いじめや不登校生徒の予防措置として、全職員による日常の生徒

ＰＴＡと連携し、家族や地域の
方からの支援を意識し感謝で
きる生徒を育てる。

B

結果の考察と次年度の課題

行事の案内などは前もって出すことができたが、実際の
要項などはあまり早くに準備することができず、うまく協
力を仰げなかった部分もあった。

今までやったことがなくても、新しいやり方を模索するべ
く、役員会などで話し合いながら取り組むことができた。

１０月に行った中学生の体験入学では、ここ数年で最も
多い参加者数となった。アンケート結果も好評だった。チ
ラシやパンフレットなどを充実させ、次年度以降も参加者
数増を目指す。

公式インスタグラムはフォロワー数は増加している。公式
HPにおいては更新頻度の増加、見やすさの改善に取り
組んでいきたい。

１学期にクラスマッチ、２学期に体育大会、３学期は文化
祭を行うことでリーダーの育成ができた。挨拶・礼儀等、
本校の根幹の部分は引き続き指導を徹底していく必要
が必要。

いじめ等の早期発見・早期対応に向けて、月１回の学校
生活アンケート・いじめアンケートの実施により、学年全
体での組織的な対応をとることができた。

保健室においては生徒の健康状態に応じて、適切な対
応ができた。今後も臨機応変に生徒の観察・支援を行
う。各種検診等、医療機関と連携して丁寧に行うことがで
きた。次年度も、体育大会時の熱中症対策を強化してい
きたい。

定期的にスクールカウンセリングを実施し、生徒・保護者
の支援を充実させることができた。必要に応じて、ＳＳＷ
等の専門機関とも連携できた。次年度もカウンセラーとＳ
ＳＷとの連携を密にしていく。

検診や健康指導が丁寧に行われ、生徒の健康保持に
十分配慮されている。
季節に応じた熱中症対策など安全管理の一層充実をお
願いしたい。
夏の熱中症対策として、噴霧器によるクールダウン効果
を活用してはどうか。

B

A

A

A

A
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A

A

Ａ

B

A

A

B

一人一台端末は、生徒の約9割が週3～5日の頻度で活
用しており、日常的な学習ツールとして定着している。一
方で、活用の内容や場面には差が見られることから、次
年度は授業の質の向上につながるICT活用の一層の充
実が課題である。

個別の相談や要望に対しては随時対応し、一定の支援
は行うことができたものの職員研修を実施できなかった。
次年度は段階的かつ実践的な職員研修を計画・実施し
たい。Instagramの更新は滞りなく行うことができた。

筑紫Basicを通して高校生としての基礎を身に付けること
ができた。また、体育大会などの学校行事では、積極的
に関わり行事の成功に貢献した。次年度は、さらにより
多くの生徒が行事などに関わり貢献できるように指導を
継続していく。

11月に行った生徒に対する進路希望調査において262名
の生徒が国公立大学を第一希望としていることが分かっ
た。高い志を持ち、希望進路の実現に向けて支援を継続
して行いたい。

スタサプ利用状況アンケートによると、多くの生徒がスタ
ディーサプリを活用できており、自身に最適な学習に取り
組めている。今後ともこの環境を継続させる。

進路希望調査では288名（７２％）の生徒が国公立大学
への進学を第一希望としている。大学研究などを通して
大学で何を学び将来にいかしていくかをさらに深められ
るように指導を継続していく。

A

A

・総合的な探究の時間や校内、校外における研修をはじめとする探究

活動を推進することにより、社会的課題への探究心を育成し、学問を深める

ことや上級学校へ進学することの意義を見出す進路学習を充実させる。

総合的な探究の時間をはじめとする探究活動を推進し、自身の進路

目標達成に必要な方向性を定めさせる。また、前例のない活動に対

しても積極的に参画する創造力を培う。

学校行事や部活動等における役職経験をとおして、自己有用感を高

める。また、スタディーサプリの活用等により、個別最適な学びを支

生徒一人一台端末やその他ICT機器を管理・運用し、教育のDX化

を推進するための環境整備を滞りなく行う。

授業支援ツールを導入し、生徒のICT活用能力高める。

教員のニーズに応じた授業支援ツールの導入と活用のための職員

研修を行う。

教育DXについて広報課と連携し、学校HPやInstagramで発信する。

筑紫Basicを通して基礎基本を身につけさせ、高校生活への移行がス

ムーズにできるようにする。何事にも積極的に関わりチャレンジできる

２回の志望校調査の結果を
受けて、各学年の実態に応じ
た進路指導を行った。

生徒へのアンケートを年度末
に実施

・事前事後アンケート
・生徒の振り返り(年度末実
施)

・各生徒・職員アンケートの記述
・自由すぎる探究入選
・高校生Ringセミファイナリスト選
出・問い100選

・研修事後アンケート
・生徒フィードバック（年２回）

・「筑紫の百選」のアンケート
・購入図書のアンケート

・タブレット端末活用調査

A
A

・職員向けアンケート

・筑紫Basic振り返りアンケー
トから

教科の協力を得て多くの懸賞作品に応募した。ビブリオ
バトル全国大会出場をきっかけに、さらに読書活動の推
進を図る。改訂した「筑紫の百選」をより生徒に親しんで
もらえるよう図書委員会から発信していく。

A

A

A

C

研究紀要を電子発行し、閲覧・利用しやすく工夫する。

作品懸賞に積極的に参加し、生徒の知的情報発信力を高める。

図書館の本と同時に、県立図書館の電子書籍の利用や、「筑紫の

百選」の改訂などを行い、読書活動を推進する。

近隣の教育機関や自治体、企業と連携し、探究のプロセスや

データサイエンスの視点を重視した取組を実施することで、探究 A

の質を高める。また、これまでの取組を継続・発展させ、大学入
試や将来を見据えた体系的なカリキュラムとして確立する。

Ａ

A

１年

２年

社会人講演会・佐賀大学研修・同窓生座談会等をとおして、自分の
キャリア形成に興味・関心をもち、主体的に考えられるよう促す。

放課後課外や長期休業中の講座を実施し、実力養成を図る。

高校生活に必要な基本基本
の確立

A

教育や校務のDX化を推進す
るとともに校外に向け情報発
信を行う。

B

援し、生徒の学習における成功体験を増やす。

A

自ら志を立て、行動を定め、
進み続ける力を育成する A

課外、講座や動画教材によっ
て個別最適な学びを充実さ
せる。

A

環境づくりを行う。

また、校外研修や探究活動の成果を校内外に発信する機会を充実

させることで、生徒の成長を促すとともに、参加意欲の向上を図る。

学年や教科の枠を越えて、教科教育や進路指導の情報共有・継承

ができるように相互授業参観、職員研修を計画・実施する。

主体的に自己のキャリア形成
を考え、社会の変化に対応で
きる生徒を育成する。

A

A

探究課

探究活動を継続・発展させ、
高い志と実践力をもつ生徒を
育成する。

A

生徒の読書活動の推進 Ａ

・進路希望調査を実施して、
国公立希望が288名であっ
た。

志望校調査において生徒392人
が回答し、67％が第一志望を国
公立大学と回答した。

スタサプ利用状況アンケート1月
末実施

DX推進課

生徒一人一台端末の更なる
活用を進め、教育DXを推進
する。

さまざまな知見から将来を見
据えた学習習慣の確立

自己肯定感や自己有用感を
高める A

研修課

教科教育力の向上と情報の
共有 Ａ

進路課

進路課として、進路指導の体
制を整える。 A

３年間を見通した進路課としての方針を確立し、各学年の適切な

また、スタディサプリのシラバスを用いて、いつ、どの動画教材を

使用すべきなのかをはっきりさせ、生徒の自学の一助とする。

A

A

時期に学年集会や進路行事を実施し、生徒の進路意識を高める。

学年や担当教員によらない進路課としての方針を固める。

放課後課外や長期休業中の講座を予定通り実施でき
た。スタディサプリのシラバスも生徒に提示できたので、
各教科での実施状況や効果を把握し、生徒が自走でき
る環境を整えたい。

探究活動全体において試行錯誤の過程により焦点を当
てるしくみ作りが必要である。プレCについては、大学教
授による理論的講義と、年齢の近い実践者による経験共
有という役割分担を明確にし、探究プロセスへの理解を
さらに深める。また、探究の進捗や思考過程を可視化
し、探究サイクルを主体的に回し続ける力の育成につな
げるとともに、指導の効率化を図る。

佐賀大学研修では、施設見学を文系・理系別コースで実
施することで移動時間を短縮し、内容の専門性と充実度
を高めるとともに、座談会については卒業生や留学生に
よるスピーチやミニワークを取り入れ、生徒が主体的に
参加できる形式へと改善する。また、探究活動の成果を
発信する場を充実させることで、生徒の成長実感を高
め、さらなる参加意欲の向上につなげる。

職員研修では、昨年度入試の本校の結果報告、指導法
の情報が共有でき、事後アンケートも好評であった。継
続実施した「明日の自分も輝く学校neo」では、学年や教
科の枠を越えて本校生徒の課題を共有できた。次年度
は各分掌からの要望に合わせ計画的に研修を実施して
いく。

A

Ａ

A

３年間を見通した方針は提示できたが、それを学年を越
えて共有することができなかったため、次年度は学年で
情報を共有する時間を設定して、学校全体で一貫した進
路指導を行う。また、1学年の初期指導として４月に生
徒・保護者を対象とした進路講演会を実施していく。

A

三年間を見通した進路指導方針が生徒の志をはぐくん
でいる。
学年間の情報共有がより一層進むことで進路指導の統
一性がさらに深まることを期待する。
将来、自分がどのようになっていくのか、ある程度想像
ができるよう、とくに職業については、情報をつかめる機
会を作ってあげてはどうか。

職員研修が効果的に企画・実施され教育力向上に貢献
している。
分掌ごとのニーズを踏まえた研修計画がさらに教育活
動を豊かにすることを期待する。

図書館とも連携して、機会つくりを探究して頂けると生徒
の興味も高まると思う。

ICTの活用が生徒の日常学習に定着しており教育DXの
推進に寄与している。
生徒におけるものと、先生におけるものと、大変なところ
もあるかと思いますが、是非チャレンジしてほしい。
生徒には、さらに活用の幅が広げられる機会も作って頂
けるとよいと思う。

教員向け研修を体系的に実施することでさらなる授業
改善が図られる。
DX化を特色として発信を強化してほしい。

A

大学や自治体と連携した探究活動は質の高い学びを生
み出している。
探究過程を可視化し生徒の成長を実感できる仕組み作
りがさらに充実してほしい。
生徒の課題発見力・思考力の育成に成果が見られる。
また、探求の成果を進路指導やキャリア教育へ結び付
ける取組も評価できる。
現在の中学校での学習も探究型の時間が増えており、
高校ではより、深い探究が進められるよう取り組んで頂
きたい。

筑紫ベーシックの取り組みにより高校生活へのスムー
ズな適応が見られる。
行事への積極的な参加が多くの生徒に見られ、その意
欲向上を今後も大切にしてほしい。
将来を見据えた勉強の仕方を習得できれば良いと思
う。

探究活動や郊外活動研修を通じて進路への意識が高
まっており、学年としてのまとまりを感じる。
国公立大学志望者の増加は努力の成果である。

各所において指導的立場に立つ場合も増えると思うの
で、その部分も成長できる機会を増やしていってもらい
たい。

A

A

Ａ

B
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Ａ

Ａ

B B

自己評価及び学校運営協議会評価を踏まえた今後の改善策

国公立大学年内入試の出願を増やした結果、公立大学
学校推薦型選抜、総合型選抜の合格者は９名であった。
生成AIの活用をしながら学年でも効果的な受験のサ
ポート体制を構築できた。今年度の成果を次年度へつな
げたい。

部活動や体育大会などの学校行事を通じて、リーダー
シップを発揮することができた。体育大会後の下級生の
アンケートで次年度への意欲が高い記述が多くみられた
ことは大きな成果であった。

A

Ａ

引き続き費用対効果を考慮した予算執行に努める。

B事務室

生徒が安心して学べる施設
設備の管理

効率的かつ効果的な予算執
行

大規模改修工事に係る情報を定期的に提示し共有することで、安全配
慮に努める。

施設に関する学校の懸案を具体化し、大規模改修工事の担当部署と
の協議を通して、より安全で使いやすい校舎となるよう努める。

学校行事、施設管理状況及び教育環境の整備等を踏まえ、優先度を
考慮した予算執行に努める。

工事の進捗に応じた情報共有に
努めた。産業医による職場巡視
の結果、適切に安全配慮が行わ
れているとの見解が示された。

今年度竣工した管理棟（会議室、
応接室等）の使用感について保
護者及び来客に意見を求めた。

PTA役員会において管理維持費
等についての意見交換を行った。

次期工事についても改修工事にかかる情報を共有し、安
全確保に努める。

構築するために協働的視点からの指導を行う。

自分で決めた目標や課題を、自ら計画的に実行し、最後までやり遂

げる力 である「自己完遂力」を育成するために、「自律」「継続」「完

最上学年として学校行事を通
して自己肯定感を育む A

遂」を学年テーマとして生徒に浸透させる。

A

A

・学校生活アンケート

・進路希望調査

学校行事や部活動などをとおして教師が生徒を子ども扱いせずに、

対等に社会的価値観を共有し、尊敬し合える生徒と教師の関係性を

全ての生徒が規律正しく自己の目標に向かって学びを進めていることがよく分
かります。
もう一歩、地域と関係性を深める為、地域コーディネーターの活用を検討してい
ければと思います。また、中・高接続を進め、地域に不可欠な学校として価値を
確立していきたい。
地域や関係機関との連携による教育活動が推進され、学校と社会のつながりを
意識した取組が進んでいる。今後も持続可能な連携体制の構築と教育活動の
体系化を図ることを期待する。
地域や関係機関の行事などに、今後は計画段階から参画して筑紫高校の存在
感を高めたい。
筑紫高校の運営方針や方向性は素晴らしい。筑紫高校は地域にとっては宝で
ある。

希望進路実現に向けての自
己完遂力の育成 A

学校運営協議会評価

【自己評価】
・DXハイスクールとしてデータサイエンスを活用した客観的な探究活動が定着し、また観光アンバサダーなどの活動を通じて生徒は「社会とつながる学び」を実感している。

・お祭りやボランティアへの参加は活発だが、行事ごとの単発的な協力に留まっており、組織としての継続的な枠組みや、地域コーディネーターを通じた体系的な連携が不十分である。

【改善策】
・単なるボランティア派遣から脱却し、継続的な参画をしたり、高校生が「小学生の指導者」として活躍するような小中高接続型の連携モデルを確立し、地域に不可欠な学校として価値を確立していく。

・地域と関係性を深める為、地域コーディネーターの活用を検討する。

評価（総合）
自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見

３年

施工管理や予算執行が丁寧かつ適切に行われ、安全
で快適な学校環境づくりに寄与している。工事に関する
情報提供も適切である。
大規模改修を適切に進めてほしい。

A

A

自己完遂力を育む指導が実を結び、生徒が主体的に進
路実現に向けて取り組んでいる。
推薦型入試で効果が表れており、学年全体の努力を心
強く感じる

部活動など、高校での仕上げ要素が多く、成長機会も
増えるので、いろいろと経験、習得できるよう指導を。
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